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１．開 会 
 本日は大変お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。只今より、「令和７年
度第１回かほく市の国民健康保険事業の運営に関する協議会」を開催いたします。 
 本日は全委員が出席でございますので、「当協議会規則第３条５項」に基づき、会議が有効で
あることをご報告させていただきます。 
 
２．健康福祉部長のあいさつ 
それでは、開会にあたり、部長の多田よりご挨拶を申し上げます。 

 
本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。また、日頃より市政にご理解

ご協力頂きありがとうございます。 
 国民健康保険の加入者は令和２年度から令和６年度にかけて約２割減少しており、その反
面、一人当たりの医療費は高止まりしている状況です。国保税は３年前から引き上げています
が、今年度も県から示される標準税率にはまだ届いていない状況です。来年度はまた、子ども
子育て支援金制度の創設も予定されており、制度改正だけでも国保税を上げなければいけませ
ん。本日は、令和６年度の決算をメインに説明させていただきますが、以上のことも踏まえて、
皆さまのご意見を聞かせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 
３．委員の紹介 
 一部の委員が交代となっておりますので、ここで委員のご紹介をさせていただきます。 
 
（委員の紹介） 

 
 
４．会長あいさつ 
次に釜井会長よりご挨拶をいただきます。 

そのあとの議事進行につきましては、「当協議会規則第３条第４項」の規定により、釜井会長に
会議の議長をお願いしたいと思います。 
 
本日は、皆さまお集まりいただき、ありがとうございます。 
今年度につきましても、皆様のご意見をお聞かせいただきながら、進めてまいりたいと思

いますので、よろしくお願いします。 
会の運営がスムーズにいきますよう、委員の皆さまのご協力をお願いしまして、あいさつ

といたします。 
 
５．議事録署名委員の指名 
まず、議事録署名委員の選出ですが、山本委員と、若宮委員にお願いしたいと思います。 
お二人の委員におかれましては、後日、事務局から議事録をお持ちしますので、ご確認のう

え署名をお願いいたします。 
それでは、議件に入ります。 

 
６．議 件 
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（１）令和６年度国民健康保険の財政状況について 
 
（２）国民健康保険の保健事業について 
 
（３）制度改正等に関するものについて 
 
 説明のあった議件３件について、どの議件でも構いませんので、何か質問はありませんか。 
 
 一人当たり医療費が県平均より高いという話だったが、印象で構いませんので、高額医療も
県平均と比較して高いのか教えてください。 
 
 印象としましては、かほく市は入院が多いため、高額医療も多いと考えております。令和５
年度は超高額といわれる 700万円以上のレセプト、令和６年度は合計で 1,000万円以上の調剤
もありました。 
 
 透析の患者数はどのくらいですか。 
 
 新規は５人前後で横ばいです。昨年とほぼ変わりません。 
 
産前産後期間の国民健康保険税の減額とは、どのくらい減額になりますか。 
 
お一人出産される場合、出産月の前月から４か月間、国民健康保険税の所得割と均等割を全

額免除します。多胎の場合は６か月間となります。 
 

 葬祭費の対象者を教えてください。 
 
国民健康保険の被保険者が亡くなられた場合に、その葬祭を行う方を対象に５万円を支給し

ます。 
 

 資料１の７ページについて、基金がもうなくなると前回協議会時に話があったかと思います
が、残高はなくなったのでしょうか。来年度は運営できますか。 
 
 基金から 4000 万円拠出しましたが、国や県から震災に係る交付金が交付されたため、年度
末に 4000万円積み立てをしました。このため、残高は変わりありません。 
 来年度の県への納付金次第ですが、残高が顕著に少ないと不測の事態に備えられませんの
で、税率を想定より上げざるを得ない可能性もございます。 
 
 基金がマイナスになることはあるのか。その場合、どこから捻出するのか。 
 
 国民健康保険は特別会計なので、一般会計からの繰り入れはできません。会計が赤字になる
場合は基金から繰り入れますが、それでも足りない場合は、県から借り入れするなどして対応
することとなります。 
 
 資料２の 10 ページに記載のある食事バランスチェックはいつ、どこでやっているものです
か。 
 
 健康福祉課が主担当で行っており、生涯学習フェスティバルの健康まつりのなかで、金沢学
院大学と連携して開催しています。システムを通して、普段の食事バランスをチェックするこ
とができ、食事を見直すきっかけづくりを目的としています。 
 
 一人当たりの医療費を下げるための啓発活動の中で、医療費のお知らせを使って県内平均か
らどれだけ高いのか、個別に啓発することはできないか。 
 
 個別啓発の場合、医療機関にかからない人は県平均を下回るパターンが発生し、啓発になら
ない可能性があります。反面、あまり病院に行かれない方が大きな病気になったときに突然医
療費が高額になるケースもあります。病院に行かない方は健診も行かず、健診へ行っても保健
指導を受けない方も多いので、病院に行かない方をどのように啓発して医療につなげ、早期改
善できるかを考えていきたいと思います。 
 
 健康診断や人間ドックの受診、保健指導については、自分の会社でも強く言わないと行かな
いので、厳しく進める必要があると感じます。 
 
 健康づくりポイント事業に参加している人は、健康な人なのか、少し医療費のかかっている
人が健康意識をもって参加しているのか、分析はありますか。 
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 周知に努めておりますが、若年層の参加率は低い傾向があります。簡単なことからできる健
康づくりという趣旨が十分に伝わっていないようにも感じますので、今後よりよい方向性を検
討したいと思っております。 
 
その他、質問がないようなので、以上で審議を終わります。 
スムーズな進行にご協力いただきありがとうございました。これで、議事進行を事務局にお

返しします。 
 
次回の協議会は令和８年１月下旬を予定しています。 

 令和８年度に向けて石川県から標準税率が示される時期ですので、かほく市の「国保の税率
改定」についても、協議をお願いしたいと考えています。 
 
 

７．閉 会 
 以上をもちまして「令和７年度 第１回 かほく市の国民健康保険事業の運営に関する協議
会」を閉会いたします。本日はありがとうございました。 

 


